
軽度認知機能障害精査短期入院

認知症の進行度、原因を専門医の診察・医療機器によって精査が可能となっています。
原因がわかることにより、適切な治療が可能となっています。
集中的なスケジュールで、原因にあった最新の治療選択についてアドバイスします。

1泊2日
短期入院

1. 認知機能検査（MMSE, MoCAなど）
「今の脳の状態」を確認

2. 脳神経内科専門医による診察
症状を総合的に評価

3. 血液検査
認知機能に影響する全身の健康状態を確認

4. 頭部MRI，脳血流シンチグラフィー
MRIや脳血流検査で脳の変化を詳しくチェック

5. 脳波検査
脳の活動状態を測定

6. アミロイドPET検査（適応者のみ）
アルツハイマー病の原因物質を可視化する先端検査

～将来の安心のために、今できるチェックを～～将来の安心のために、今できるチェックを～


